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所
子
に
あ
る
重
要
文
化
財
門
脇
家
住
宅

の
春
季
一
般
公
開
が
、
５
月
３
日
～
６
日

ま
で
の
４
日
間
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら
約

６
５
０
人
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
公
開
で
は
、
門
脇
家
所
蔵
の
美

術
品
展
示
の
ほ
か
、
特
別
展
示
と
し
て
、

は
ら
だ
と
し
こ
さ
ん
に
よ
る
「
詩う

た
え画
展
」、

松
原
幹
夫
さ
ん
・
森
田
尾
山
さ
ん
に
よ
る

「
大
山
燦
歌
写
真
パ
ネ
ル
展
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
は
ら
だ
さ
ん
の
や
わ
ら
か
い
世
界

観
が
、
門
脇
家
を
彩
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
企
画
と
し
て
、「
結む

す
び

の
会か

い

」

に
よ
る
朗
読
会
（
３
日
）、
所
子
出
身
の
門

脇
徹
志
さ
ん
と
静
さ
ん
に
よ
る
沖
縄
民
謡

と
三
線
の
演
奏
会
（
５
日
）
も
行
わ
れ
ま

門
脇
家
住
宅
　
春
の
一
般
公
開

ゆ
っ
た
り
と
風
情
楽
し
む

し
た
。

　

朗
読
会
（
朗
読
：
中
村
緑
さ
ん
・
演
奏
：

菊
詔
陽
子
さ
ん
）
で
は
、「
大
山
の
お
地
蔵

さ
ん
」
の
お
話
や
藤
沢
周
平
氏
の
短
編
小

説
か
ら
「
う
ぐ
い
す
」
な
ど
、
江
戸
時
代

の
情
緒
あ
ふ
れ
る
お
話
が
箏
の
伴
奏
と
と

も
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
、
し
っ

と
り
と
風
情
あ
る
空
間
で
し
た
。

　

５
日
は
、
琉
球
民
謡
と
三
線
の
演
奏
会

で
、
門
脇
さ
ん
か
ら
、
そ
の
唄
の
背
景
の

説
明
を
受
け
な
が
ら
一
緒
に
歌
っ
た
り
、

踊
っ
た
り
し
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。
ま

さ
に
、
琉
球
の
風
が
門
脇
家
の
『
悠ゆ

う
よ
う揚
の

間ま

』
に
温
か
く
吹
き
抜
け
、
来
場
者
は
演

奏
会
に
大
満
足
で
し
た
。

▲江戸の風情をしっとりと

▲島唄と三線の音色とともに

第
２
回
（
名
和
公
民
館
）

　

大
山
の
恵
み
「
海
と
食
」

～
海
の
恵
み
を
食
卓
に
～

　

第
２
回
大
山
学
講
座
は
、
大
山
町
の
魅

力
の
一
つ
「
海
」
を
テ
ー
マ
に
、
御
来
屋

漁
港
で
定
置
網
の
水
揚
げ
見
学
と
新
鮮
な

魚
を
使
っ
て
の
調
理
体
験
を
し
ま
す
。
開

始
時
間
が
早
い
で
す
が
、
調
理
後
の
お
い

し
い
朝
食
は
い
か
が
で
す
か
。

◆
日　
　

時　

６
月
10
日
（
日
）

	

　
　
　
　
　

６
時
30
分
～
10
時

◆
集
合
場
所　

名
和
公
民
館

◆
活
動
場
所　

御
来
屋
漁
港

　
　
　
　
　
　

御
来
屋
漁
村
セ
ン
タ
ー

◆
内　
　

容

　
（
見
学
）
定
置
網
の
水
揚
げ

　
（
調
理
体
験
）	

鯵
の
三
枚
お
ろ
し

	
	

	

白
い
か
一
夜
干
し

	
	

	

白
い
か
の
塩
辛

◆
講　
　

師　

お
魚
セ
ン
タ
ー
み
く
り
や

　
　
　
　
　
　

店
長　

角　

尚
諭
さ
ん

◆
参
加
費　

一
人
１
２
０
０
円
（
材
料
代
）

◆
申
込
締
切　

６
月
４
日
（
月
）

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

名
和
公
民
館☎

０
８
５
９
‐
54
‐
２
６
８
８

大
山
学
講
座
　

「
大
山
町
の
魅
力
」
を

見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
各
回
の
内
容
・
応
募
方
法
な
ど
は
、
今
後

の
広
報
だ
い
せ
ん
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
日
時
・
内
容
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【第３回以降の予定】
とき 内容 担当公民館

3回 9月
講　演
　演題：「大山と文学」（仮）
　講師：文学史家　竹内　道夫 氏

大山公民館

4回 10月上旬
フィールドワーク
　地蔵めぐり「尾高道・大山寺編」（仮）
　講師：金田　千義 氏

中山公民館

5回 11月 3日 フィールドワーク
　大山魅力探訪　海岸編 名和公民館

6回 2月 23日 講　演
　内容未定 中山公民館

きょういく通信


